
産
業
経
済
委
員
会

●
議
案
第
45
号　
平
成
27
年
度
白
馬

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
陳
情　
第
３
号　
村
道
３
１
４
６

号
線　
岩
岳
ス
キ
ー
場
手
前
交
差
点

の
交
通
標
識
の
見
直
し
を
求
め
る
陳

情●
陳
情　
第
４
号　
「
安
全
保
障
法

制
法
案
」
の
撤
回
・
廃
案
を
求
め
る

意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

▽ 委
員
少
数
の
賛
成
に
よ
り
、
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▽ 委
員
の
賛
成
・
趣
旨
採
択
が
同
数

に
な
り
、
地
方
自
治
法
第
１
１
６

条
第
１
項
の
定
め
に
よ
り
、
委
員

長
採
決
、
趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

▽ 初
め
に
継
続
審
査
に
つ
い
て
採

決
、
賛
成
少
数
で
否
決
、
次
に
趣

旨
採
択
に
つ
い
て
採
決
。
賛
成
少

▽ 委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

問

問

問 答答

答

こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た

い
。

当
初
は
青
鬼
の
対
応
を
考
え

て
い
た
が
、
災
害
復
旧
と
重

長
野
タ
ク
シ
ー
が
請
負
い
１

人
の
予
約
で
も
運
行
。
白
馬

落
倉
の
水
路
は
、
今
年
度
中

に
工
事
予
定
か
。

松
本
空
港
シ
ャ
ト
ル
便
の
タ

ク
シ
ー
の
予
約
運
行
と
は
。

特
産
品
開
発
の
内
容
は
。

な
っ
た
た
め
、
現
在
は
紫
米
の
販
路

拡
大
な
ど
。

は
神
城
駅
と
八
方
に
停
車
し
、
１
人

片
道
２
千
５
０
０
円
。

＊ 

同
様
の
も
の
が
前
定
例
会
で
提
出

さ
れ
、
意
見
書
は
提
出
済
み
で
あ

る
の
で
今
回
は
不
採
択
。

＊ 

も
っ
と
も
な
意
見
で
あ
る
。

＊ 
広
く
一
般
的
な
村
民
益
に
供
す
る

こ
と
を
考
え
て
趣
旨
採
択
。

＊ 

国
会
審
議
中
で
あ
る
の
で
、
継
続

審
査
。

＊ 

憲
法
違
反
に
関
す
る
法
案
に
つ
い

て
は
、
撤
回
し
か
あ
り
え
な
い
。

国
民
の
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
あ

る
の
で
採
択
す
べ
き
。

＊ 

国
民
的
議
論
を
尽
く
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
採
択
。

意
見

意
見

数
で
否
決
、
次
に
原
案
に
つ
い
て

採
決
、
委
員
長
を
除
く
委
員
半
数

の
賛
成
と
な
り
、
地
方
自
治
法
第

１
１
６
条
第
１
項
の
定
め
に
よ

り
、
委
員
長
採
決
、
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

農
政
課
関
係
で
は

＊ 

農
業
振
興
事
業
７
７
３
万
８
千

円
の
増
額
。

　

 ４
月
か
ら
特
産
品
推
進
担
当
に

農
協
Ｏ
Ｂ
を
臨
時
職
員
採
用
で

１
５
４
万
５
千
円
、
雪
害
に
よ

る
神
城
多
目
的
の
雨
漏
り
修
繕

の
設
計
に
30
万
円
、
工
事
請
負

５
８
９
万
３
千
円
。

＊ 
農
作
物
残
雪
対
策
事
業
１
４
９

万
円
の
増
額
。

＊ 

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
測
量

設
計
委
託
料
40
万
円
の
増
額
。

落
倉
水
路
の
事
業
化
。

＊ 

過
年
発
生
農
地
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
事
業
（
単
独
）
45
万
円

の
増
額
。
水
も
ち
が
悪
く
な
っ

た
田
へ
の
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
計

上
。

＊ 

過
年
発
生
農
地
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
事
業
（
補
助
）
６
６
０

建
設
課
関
係
で
は

＊ 

道
路
維
持
補
修
事
業
４
３
０
万

円
の
増
額
。
村
道
穴
埋
め
な
ど

の
費
用
。

＊ 

村
道
改
良
国
庫
補
助
事
業
１
千

９
９
０
万
円
の
減
額
。
国
庫
補

助
内
示
で
、
五
輪
道
路
（
飯
森

新
田
間
）
の
舗
装
修
繕
が
１
千

９
０
０
万
円
減
な
ど
。

＊ 

過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
費
２
億
８
千
２
２
４
万
５

千
円
の
増
額
。
査
定
決
定
に
よ

り
国
庫
負
担
金
が
２
億
２
千
３

３
８
万
７
千
円
の
増
な
ど
。

＊ 

過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
事
業
（
単
独
分
）
５
千
９

５
８
万
４
千
円
の
増
額
。

＊ 
過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害

万
８
千
円
の
増
額
。
査
定
作
業

の
た
め
役
場
Ｏ
Ｂ
を
臨
時
職
員

と
し
て
２
名
採
用
に
２
３
０
万

１
千
円
。
そ
の
他
用
水
ポ
ン
プ

等
の
燃
料
、
電
気
代
等
。

復
旧
事
業
（
補
助
分
）
２
億
２

千
２
６
６
万
１
千
円
の
増
額
。

災
害
１
０
１
か
所
の
う
ち
56
カ

所
を
計
画
。
27
年
度
か
ら
28
年

度
に
か
け
て
復
旧
を
完
成
さ
せ

る
計
画
。

観
光
課
関
係
で
は

＊ 

平
地
観
光
施
設
管
理
事
業
５
２

０
万
円
の
減
額
。
親
海
湿
原
の

事
業
の
組
み
替
え
に
よ
る
も
の
。

＊ 

山
岳
観
光
施
設
維
持
補
修
事
業

４
８
５
万
円
の
増
額
。
県
の
山

岳
環
境
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

で
、
遠
見
尾
根
登
山
道
の
整
備

を
行
う
も
の
。

＊ 

観
光
振
興
負
担
金
２
０
０
万
円

の
増
額
。
北
ア
ル
プ
ス
３
市
村

観
光
連
絡
会
負
担
金
１
５
０
万

な
ど
。
県
は
昨
年
災
害
の
あ
っ

た
地
域
の
復
興
支
援
事
業
５
０

０
万
円
を
計
上
し
、
補
助
事
業

の
一
般
財
源
分
を
３
市
村
で
負

担
。
県
の
補
助
は
事
業
費
の
１

／
２
で
、
松
本
空
港
シ
ャ
ト
ル

便
を
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

運
行
。

＊ 

地
方
自
治
体
の
仕
事
と
し
て
村
民

の
利
益
に
な
ら
な
い
方
針
が
国
か

ら
来
た
場
合
、
意
見
を
述
べ
る
の

は
議
会
の
責
務
だ
と
思
う
。
地
方

自
治
を
守
っ
て
、
地
方
の
自
立
性

を
尊
重
す
る
姿
勢
を
国
は
守
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
書
を
提
出
し

て
ほ
し
い
。
国
と
地
方
は
対
等
で

あ
る
と
思
う
。

意
見

▽ 委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●
請
願　
第
１
号　
地
方
自
治
の
尊

重
を
政
府
に
求
め
る
請
願

問
災
害
に
よ
る
文
化
財
修
繕
は

す
べ
て
村
で
み
る
の
か
。

答
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
は
全
部
み
て
い
き
た
い
。

か
ら
の
委
託
費
。

＊ 

文
化
財
保
護
事
業
に
１
６
１
万

１
千
円
の
増
額
。

　

 
歴
史
民
俗
資
料
館
の
雪
害
に
よ

る
修
繕
、
村
指
定
の
文
化
財
観

音
原
石
仏
補
助
事
業
な
ど
が
主

な
も
の
。

＊ 

体
育
施
設
維
持
管
理
事
業
に
78

万
円
の
増
額
。

　

 

南
・
北
ト
レ
セ
ン
の
雪
害
に
よ

る
修
繕
費
。

＊ 

義
務
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業

に
85
万
円
の
増
額
。

　

 

南
小
学
校
の
水
道
管
修
繕
に
伴

う
埋
戻
し
経
費
。
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